
工法名： スラブ断熱型枠(ピットワーク) No. 2018-躯体（RC）-07

■工法概要 ■特徴・適用条件・注意事項 等

■写真・イメージ・図面

■検索用分類 　

仮設 繰り返し作業 Q 鳶工

基礎 工程数削減 C 土工

躯体（RC） 標準化・モジュール化 D 鉄筋工

躯体（S） 省人化 S 型枠工

外装 IT化・高効率化 E 左官工

内装 工場製品化・PCa化 鍛冶工

外構 ユニット化 金属工

設備 機械化 内装工

IT化 多能工化・共業化 電工

特殊構工法 VE・設計変更 配管工

2018.04.01

Phase0（営業）

Phase1（企画）

Phase2（基本設計）

Phase3（実施設計）

Phase4（施工準備）

Phase5(施工）

メーカー等 ダウ化工株式会社

備　考

検討時期 部位・種別 着眼点 効果 職種

特　許 特になし

スラブ底打込断熱パネルとスラブ用型枠合板を兼用した製品の採用により、
従来の型枠用合板と同様にスラブ底型枠として敷き込みを行うことで、コンク
リート打設後はスラブ型枠の撤去する必要なく、そのまま打込み断熱となる工
法。

特　徴
・

効　果
・

メリット

【特徴】
・スラブ底打込み断熱をスラブ底型枠で兼用した商品。
【工程】
・スラブ底型枠を施工することで、断熱材敷込み工程が不要となる。
【コスト】
・断熱材敷込み、スラブ底型枠解体による費用を無くせる。
【安全性】
・作業工程が減ることによる安全性の向上、軽量な型枠。
【注意点】
・合板ベニヤに比べて強度が小さいため、根太が増える(@250程度)。
・断熱材専用のスペーサーを使用。
・溶接火花などに対する養生が必要。
・長期間の暴露は材質劣化による断熱性能の低下に繋がるため、保管方法や
CON打設までの工程管理に配慮する。

適用条件 工事監理者への確認が必要

https://www.dowkakoh.co.jp/
2017/08/29


